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３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
19
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
諸
報
告
、
請
願
１

件
、
陳
情
１
件
を
採
択
、
一
般
質
問
（
６
名
11
件
）
が
行
わ
れ
た
。

　

村
長
提
出
議
案
は
、
条
例
改
正
等
13
件
、
補
正
予
算
５
件
、
工
事
請
負
変
更
契
約
２
件
、
指
定
管

理
者
の
指
定
１
件
、
新
年
度
予
算
６
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
し
可
決
し
た
。
ま
た
、
副
村

長
の
選
任
及
び
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

歳入歳入

歳出歳出

平成30年度 会計別当初予算額
合　　計

当　初　予　算　額
本年度予算額
平成30年度

前年度予算額
平成29年度

前年度比
増減額 増減率％

一般会計 401,300 383,500 17,800 4.6
村営水道事業特別会計 23,725 23,170 555 2.4
国民健康保険事業特別会計 38,163 42,397 △ 4,234 △ 10.0
農業集落排水事業特別会計 9,692 9,644 48 0.5
公共下水道事業特別会計 8,249 7,938 311 3.9
後期高齢者医療事業特別会計 6,740 6,473 267 4.1

自主財源自主財源
21.2％21.2％

依存財源依存財源
78.8％78.8％

地方交付税地方交付税
15億8287万円15億8287万円

村債村債
事業を行うために村が事業を行うために村が
計画的に借りるお金計画的に借りるお金
8億2490万円8億2490万円

国庫支出金国庫支出金
国が村の行う事業に国が村の行う事業に
交付する補助金など交付する補助金など
4億7929万円4億7929万円

県支出金県支出金
県が村の行う事業に県が村の行う事業に
交付する補助金など交付する補助金など
1億6519万円1億6519万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
7428万円7428万円

その他その他
3722万円3722万円

村税村税
村民税、固定資産税、村民税、固定資産税、
たばこ税などたばこ税など
5億8560万円5億8560万円

諸収入諸収入
循環バス利用料、各種検診料など循環バス利用料、各種検診料など

7702万円7702万円

繰入金繰入金
8000万円8000万円

使用料及び手数料使用料及び手数料
村営住宅、村営住宅、

各施設の使用料など各施設の使用料など
4286万円4286万円

分担金及び分担金及び
負担金 ほか負担金 ほか
6377万円6377万円

総務費総務費
村の全般的な管理や村の全般的な管理や
選挙などの事務経費選挙などの事務経費
10億5218万円10億5218万円

民生費民生費
福祉全般の事務福祉全般の事務
事業に使うお金事業に使うお金
6億5822万円6億5822万円公債費公債費

村が借りたお金の村が借りたお金の
返済経費返済経費

5億1166万円5億1166万円

土木費土木費
道路や橋などの道路や橋などの
建設・維持管理など建設・維持管理など
8億6434万円8億6434万円

教育費教育費
教育や公民館活動、教育や公民館活動、
生涯学習の経費生涯学習の経費
2億5533万円2億5533万円

衛生費衛生費
ごみ処理、環境対策、ごみ処理、環境対策、
村民の健康のための経費村民の健康のための経費
2億9574万円2億9574万円

農林水産業費農林水産業費
農林業やのぞきど森林農林業やのぞきど森林
公園管理運営経費公園管理運営経費
1億7202万円1億7202万円

商工費商工費
商工・観光の経費商工・観光の経費
１億1395万円１億1395万円

予備費・労務費 他予備費・労務費 他
839万円839万円

消防費消防費
消防・防災・交通安全の経費消防・防災・交通安全の経費

3470万円3470万円

議会費議会費
議会運営経費議会運営経費
4647万円4647万円

平成30年度一般会計予算
40億1300万円  前年度対比4.6％増

（単位：万円）
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●阿寺渓谷マイカー規制
 渓谷内シャトルバス運行

●下在郷分館エアコン設置

●冊子「須原」復刻版発刊
●庁舎建設使用材調達村有林
 作業道整備（中尾沢）

●越百避難小屋
 バイオトイレ整備　　　　　　　
●障がい者グループホーム
 建設用地整備　　　　　　　

●運転免許証
 自主返納支援事業　　　　　　　

●Ｊアラートシステム改修

●第３分団消防ポンプ庫建設
 （電源立地地域対策交付金）

●橋梁定期点検（庭の畑橋）

●橋梁修繕
 （奥宮の沢１号橋、浦川第１号橋）

●トンネル修繕（田光隧道、猿鼻隧道）

●福祉医療費給付事業
 18歳まで窓口無料化（８月実施）

●子どもインフルエンザ予防接種
 全額助成

●新生児聴覚検査助成

　　　　●小学校プール改修
 （電源立地地域対策交付金）

　　　　　　●宅地造成事業
 （野尻大曲５区画）

　　　　　●広域ケーブルネットワーク
 光化事業

●乗合タクシーエリア拡大（村内全域）

●各種証明書コンビニ交付システム構築

●大桑橋整備工事（上部工）

●野尻地区水道配水管布設替工事

子どもインフルエンザ予防接種全額助成
阿寺渓谷マイカー規制

村民の生活向上と村民の生活向上と
 子育て支援に重点 子育て支援に重点
広域ケーブル光化事業に４億円計上

活
力
あ
る
村

活
力
あ
る
村

安
心
・
安
全

安
心
・
安
全

子
育
て

子
育
て

若
者
定
住

若
者
定
住

生
活
向
上

生
活
向
上

新年度注目事業



4おおくわ議会だより　第152号おおくわ議会だより　第152号　　

◆ 

◆  
歳  
入  

◆ 

◆

村
税

■Ｑ
固
定
資
産
税
が
７
８

０
万
円
の
減
額
に
な
っ
て

い
る
が
減
額
の
理
由
は
。

■Ａ
土
地
家
屋
の
評
価
額
、

一
般
償
却
資
産
、
お
よ
び

大
規
模
償
却
資
産
の
減
少
、

企
業
の
設
備
投
資
が
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
要
因
。

■Ｑ
村
民
税
均
等
割
は
１

９
６
３
名
、
昨
年
は
１
９

４
０
名
で
多
く
な
っ
て
い

る
が
。

■Ａ
い
っ
た
ん
退
職
し
た

後
に
再
就
職
し
た
人
が
増

え
て
い
る
。
課
税
額
全
体

で
は
減
少
し
て
い
る
。

■Ｑ
法
人
税
割
の
件
数
は
。

■Ａ
24
社
で
あ
る
。

■Ｑ
生
産
森
林
組
合
へ
の

課
税
が
負
担
に
な
っ
て
い

る
が
、
法
人
税
の
減
免
措

置
を
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

当
初
予
算
審
議

当
初
予
算
審
議

■Ａ
生
産
森
林
組
合
を
組

織
し
て
い
る
地
区
の
方
が

補
助
金
を
多
く
受
け
ら
れ

る
面
も
あ
る
が
、
今
後
の

課
題
と
し
て
考
え
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税

■Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
に
対

し
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の
か
。

■Ａ
大
桑
村
を
応
援
し
た

い
と
い
う
趣
旨
を
尊
重
し
、

一
割
程
度
の
返
礼
を
出
し

て
い
る
。

■Ｑ
現
在
の
や
り
方
で
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
は

見
込
め
な
い
。
村
の
経
済

効
果
を
生
む
よ
う
な
施
策

は
。

■Ａ
今
ま
で
ど
お
り
本
来

の
趣
旨
を
尊
重
し
た
い
。

住
宅
耐
震
補
助

■Ｑ
住
宅
耐
震
補
助
金
、

補
強
補
助
金
が
前
年
度
比

６
割
増
と
な
っ
て
い
る
が

そ
の
要
因
は
。

■Ａ
耐
震
補
助
金
、
補
強

補
助
金
も
上
限
額
を
一
件

60
万
円
か
ら
１
０
０
万
円

に
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ

る
。木

楽
舎

■Ｑ
木
楽
舎
の
経
営
を
ど

の
よ
う
に
み
て
い
る
か
。

■Ａ
必
ず
し
も
上
向
き
で

は
な
い
が
、
立
地
条
件
を

生
か
し
、
来
訪
者
お
よ
び

客
単
価
の
増
加
の
た
め
毎

年
努
力
し
て
い
る
。
村
と

し
て
も
施
設
の
修
繕
等
で

協
力
し
て
い
く
。

◆ 
◆  

歳  

出  

◆ 

◆

■Ｑ
総
合
計
画
策
定
支
援

業
務
に
あ
た
り
後
期
基
本

計
画
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
は
。

■Ａ
小
学
校
高
学
年
以
上

の
年
齢
を
対
象
に
実
施
。

結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
、
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
お
い
て
、
調
査
結

果
を
反
映
さ
せ
る
。

■Ｑ
地
域
景
観
整
備
事
業

で
、
新
年
度
の
実
施
場
所

は
。

■Ａ
県
と
広
域
連
携
事
業

と
合
わ
せ
、
木
曽
右
岸
和

村
橋
下
流
支
障
木
の
伐
採

を
す
る
。

障
が
い
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

■Ｑ
木
曽
社
会
福
祉
事
業

協
会
が
事
業
主
体
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
須
原
本

町
に
建
設
さ
れ
る
が
、
事

業
内
容
は
。

■Ａ
村
で
は
、
８
月
以
降

に
建
物
の
取
り
壊
し
と
整

地
を
行
う
。
建
設
は
10
月

よ
り
木
曽
社
会
福
祉
協
議

会
が
事
業
主
体
で
建
設
を

進
め
、
来
年
５
月
開
場
予

定
。

■Ｑ
建
設
に
あ
た
り
地
域

住
民
と
利
用
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を

増
設
す
る
方
向
性
は
。

■Ａ
県
に
対
す
る
申
請
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

阿
寺
渓
谷

マ
イ
カ
ー
規
制

■Ｑ
今
年
度
か
ら
阿
寺
渓

谷
を
訪
れ
る
観
光
客
に
協

力
金
を
お
願
い
す
る
よ
う

に
な
る
が
、
徴
収
方
法
は
。

■Ａ
箱
を
設
置
す
る
案
を

検
討
し
て
い
る
。

■Ｑ
警
備
員
の
人
数
と
配

置
は
。

■Ａ
44
日
間
、
毎
日
５
名
。

土
日
、
お
盆
は
１
名
増
。

渓
谷
入
り
口
、
村
営
住
宅

下
、
フ
ォ
レ
ス
パ
木
曽
入

口
に
配
置
す
る
予
定
。

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園

■Ｑ
公
園
内
の
施
設
は
利

用
状
況
を
ふ
ま
え
た
検
討

を
。

■Ａ
運
営
委
員
会
で
平
成

30
年
度
に
は
外
部
人
材
の

導
入
も
含
め
考
え
て
い
く
。

公
衆
ト
イ
レ

■Ｑ
ト
イ
レ
の
清
掃
、
管

理
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

■Ａ
３
駅
は
村
費
の
駅
員

に
、
橋
場
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
依
頼
し
て

い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

■Ｑ
後
期
計
画
の
中
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
迎
え

入
れ
る
計
画
は
持
て
な
い

か
。

■Ａ
こ
れ
ま
で
も
要
望
が

グループホーム建設予定地グループホーム建設予定地

大桑駅前公衆トイレ大桑駅前公衆トイレ
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー

■Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合

運
用
テ
ス
ト
業
務
経
費
の

内
容
は
。

■Ａ
運
用
開
始
に
な
っ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
適
正
に

運
用
が
で
き
る
か
の
試
験
。

乗
合
タ
ク
シ
ー

■Ｑ
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

委
託
料
減
額
理
由
は
。

補
正
予
算
審
議

補
正
予
算
審
議

文
化
財
保
護
経
費

■Ｑ
指
定
文
化
財
補
助
金

15
万
円
の
内
容
は
。

■Ａ
須
原
鹿
島
神
社
大
杉

の
枯
れ
枝
除
去
。

除
雪
経
費

■Ｑ
除
雪
費
増
額
の
内
容

は
。

■Ａ
12
月
は
２
日
。
１
月

あ
り
、
受
け
入
れ
の
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

木
楽
舎
ト
イ
レ
撤
去

■Ｑ
ト
イ
レ
の
大
き
さ
と

撤
去
後
の
利
用
は
。

■Ａ
60
㎡
あ
り
、
倉
庫
に

利
用
す
る
。

■Ｑ
道
の
駅
の
ト
イ
レ
の

改
修
計
画
は
。

■Ａ
国
交
省
で
来
年
度
、

改
修
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

木
曽
病
院

■Ｑ
病
院
の
再
編
に
よ
る

ベ
ッ
ド
数
の
減
少
や
医
師

看
護
師
の
過
重
労
働
な
ど

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

■Ａ
再
編
の
大
き
な
理
由

は
人
口
減
少
に
よ
る
。
し

か
し
、
医
療
の
質
の
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
に
基
幹

病
院
と
し
て
の
役
目
を
果

た
す
と
聞
い
て
い
る
。

■意見
大
切
な
問
題
で
あ

り
、
し
っ
か
り
関
係
者
の

説
明
を
受
け
る
機
会
を
作

る
よ
う
求
め
る
。

（単位：万円）

機
械
の
有
効
活
用
を

■Ｑ
村
単
独
の
里
山
整
備

事
業
の
規
模
を
拡
大
し
、

木
材
の
ほ
か
竹
の
処
理
も

粉
砕
機
を
活
用
し
、
森
林

組
合
へ
委
託
で
き
な
い
か
。

■Ａ
機
械
の
有
効
活
用
は

大
事
で
あ
り
、
森
林
組
合

へ
委
託
し
て
い
く
。

学
校
給
食

■Ｑ
平
成
30
年
度
か
ら
主

食
の
米
代
を
給
食
会
計
へ

補
助
す
る
こ
と
で
、
給
食

費
は
ど
う
な
る
か
。

■Ａ
再
算
定
し
て
い
る
が
、

保
護
者
負
担
は
据
え
置
き

に
な
る
。

■意見
給
食
は
教
育
の
一

環
で
あ
り
、
無
償
化
、
あ

る
い
は
一
部
助
成
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
今
後

の
検
討
課
題
に
。

は
23
日
、
２
月
は
13
日
現

在
39
日
、
合
計
延
べ
64
日

の
出
動
が
あ
っ
た
。
現
在

ま
で
１
７
０
０
万
円
の
経

費
が
掛
か
っ
て
い
る
。

■Ｑ
除
雪
す
る
村
道
の
距

離
は
。

■Ａ
村
道
１
１
０
キ
ロ
。

生
活
圏
の
農
林
道
も
除
雪

を
行
っ
て
い
る
。

会　　計 補正額 補正後の
予算額 主　な　内　容

一 般 会 計 △ 651 378,090

庁舎建設基金積立追加
乗合タクシー運行
 委託料減額
障害者福祉事業減額
新ごみ処理施設
 建設負担金減額
有害鳥獣駆除
 補助金追加
除雪経費追加
大桑橋整備工事追加

3,000

△  117
△1,511

△  525

30
891
440

村営水道事業
特 別 会 計 △  59 25,383 統合簡易水道事業減額 △   58

国民健康保険
事業特別会計 186 45,027 療養給付費追加共同事業拠出金減額

920
△  894

後期高齢者医療
事業特別会計 234 6,706 広域連合納付金追加 234

会計別補正状況

粉砕機作業状況（Ｈ28植樹祭）粉砕機作業状況（Ｈ28植樹祭）

大桑小学校給食献立大桑小学校給食献立

■Ａ
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
に
よ
り
利
用
者
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。
利
便

性
を
高
め
る
た
め
平
成
30

年
度
か
ら
利
用
エ
リ
ア
を

村
内
全
域
に
広
げ
る
予
定
。

有
害
鳥
獣
被
害

■Ｑ
有
害
鳥
獣
駆
除
補
助

金
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

被
害
の
最
近
の
特
徴
は
。

■Ａ
長
野
地
区
は
タ
ヌ
キ
、

シ
カ
に
よ
る
被
害
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

消
防
団
運
営
費

■Ｑ
消
防
団
退
団
報
奨
金

１
４
１
万
円
増
額
は
中
途

退
団
に
よ
る
も
の
か
。

■Ａ
転
勤
等
に
よ
る
５
名

の
退
団
で
あ
る
。

■Ｑ
団
員
の
確
保
が
課
題

と
思
う
が
、
現
状
は
。

■Ａ
消
防
団
も
努
力
し
、

啓
発
な
ど
力
を
入
れ
て

行
っ
て
い
る
。
本
年
４
月

に
は
５
名
の
入
団
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
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総  務  社  会総  務  社  会
常 任 委 員 会常 任 委 員 会

２月26日２月26日

▼
付
託
事
件
の
審
査

「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安

心
で
き
る
年
金
制
度
」
を

国
の
責
任
で
創
設
す
る
た

め
の
意
見
書
提
出
に
関
す

る
請
願
に
つ
い
て

　

紹
介
議
員
か
ら
、
新
た

な
資
料
の
説
明
を
求
め
た
。

委
員
か
ら
は
、
支
給
年
齢

の
引
き
上
げ
等
の
流
れ
が

無
く
、
将
来
の
不
安
が
解

決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

弱
年
齢
層
に
多
い
非
正
規

労
働
者
に
は
、
最
低
保
障

年
金
制
度
が
必
要
等
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

審
査
結
果

　

賛
成
多
数
に
よ
り
採
択

▼
平
成
30
年
度

主
要
事
業
に
つ
い
て

　

所
管
す
る
課
の
予
算
の

重
点
項
目
に
つ
い
て
、
説

明
を
求
め
た
。
主
な
新
規

事
業
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
Ｆ

Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
（
光
化
）
事

業
・
各
種
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
・
第
３
分
団
消
防
ポ
ン

プ
車
庫
建
設
・
運
転
免
許

証
自
主
返
納
支
援
事
業
・

福
祉
医
療
費
給
付
事
業
18

歳
ま
で
窓
口
無
料
化
・
子

ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
全
額
助
成
・
小
学

校
プ
ー
ル
改
修
工
事
等
。

所　
　

感

　

新
大
桑
橋
建
設
事
業
等

の
継
続
事
業
の
あ
る
中
で
、

新
規
事
業
と
し
て
４
億
円

●
年
金
制
度
に
関
す
る
請
願
を
採
択

●
新
年
度
予
算
に
広
域
光
化
事
業
予
算

　

４
億
円
を
計
上

超
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
（
光

化
）
事
業
を
新
た
に
計
上

し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
村

初
の
40
億
円
を
超
え
る
大

型
予
算
に
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
住
民
生
活
に
密
着

す
る
新
規
事
業
が
多
く
計

画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
３

月
定
例
会
の
予
算
審
議
に

お
い
て
有
意
義
な
審
議
を

し
て
い
き
た
い
。

 

（
報
告
者　

鈴
木　

武
）

　

日
本
は
、
地
震
災
害
・

津
波
災
害
・
台
風
災
害
・

豪
雨
災
害
等
、
世
界
で
も

最
も
災
害
リ
ス
ク
の
高
い

国
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

議
会
と
し
て
の
対
応
は
、

全
国
的
に
見
て
も
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
大

桑
村
議
会
も
、
議
会
基
本

条
例
に
お
け
る
危
機
管
理

体
制
の
位
置
づ
け
は
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
の
情
報

収
集
の
一
環
と
し
て
、
今

回
の
研
修
を
実
施
し
た
。

　

全
国
的
に
見
て
も
、
災

害
発
生
時
に
は
、
行
政
は

災
害
対
策
の
要
と
し
て
活

動
す
る
が
、
議
会
は
蚊
帳

の
外
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
議
会
も
行
政
と

同
様
に
、
住
民
の
安
心
安

全
な
生
活
が
保
た
れ
る
た

め
の
活
動
は
重
要
で
あ

る
。
災
害
時
の
被
害
状
況

の
把
握
、
情
報
収
集
。
被

災
時
の
住
民
へ
の
情
報
提

供
・
避
難
所
情
報
・
救
援

情
報
。
復
興
時
の
住
民
へ

の
情
報
提
供
等
、
執
行
部

災
害
対
策
本
部
と
住
民
の

結
び
目
と
し
て
の
役
割
を

改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
研
修
と

な
っ
た
。
ま
た
、
議
会
・

議
員
と
し
て
防
災
・
減
災

へ
の
対
応
を
再
考
す
る
機

会
と
も
な
っ
た
。
今
後
も
、

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
を

通
じ
、
住
み
よ
い
村
づ
く

り
に
向
け
た
議
論
を
深
め

て
い
き
た
い
。

 

（
報
告
者　

鈴
木　

武
）

議
員
と
し
て

議
員
と
し
て

防
災
・
減
災
へ
の
対
応
を
再
考

防
災
・
減
災
へ
の
対
応
を
再
考

議
員
研
修
報
告

研
修
日　

２
月
９
日

場　

所　

名
古
屋
市

改修予定の大桑小学校プール改修予定の大桑小学校プール

木
曽
広
域

木
曽
広
域

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

光
化
事
業
イ
メ
ー
ジ
図

光
化
事
業
イ
メ
ー
ジ
図
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◎
１
月
26
日
開
催

▼
夏
季
阿
寺
渓
谷
の

通
行
規
制
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
の
対
策
と

し
て

①　

夏
場
の
渓
谷
内
車
両

の
増
加
に
よ
る
交
通
渋

滞
の
問
題
に
対
し
て
は
、

マ
イ
カ
ー
な
ど
の
通
行

規
制
を
実
施
し
、
有
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

す
る
。
通
行
規
制
の
期

間
は
、
７
月
21
日
か
ら

９
月
２
日
の
44
日
間
。

規
制
方
法
は
、
昼
間
は

警
備
員
に
よ
る
規
制
。

夜
間
は
通
行
止
め
看
板

と
柵
を
設
置
し
、
マ
イ

カ
ー
な
ど
の
乗
り
入
れ

を
規
制
す
る
。

●
阿
寺
渓
谷
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

●
量
水
器
使
用
料
徴
収

経  済  建  設経  済  建  設
常 任 委 員 会常 任 委 員 会

１月26日１月26日
２月26日２月26日

②　

渓
谷
の
整
備
や
交
通

整
理
の
警
備
員
等
の
経

費
の
増
加
に
対
し
て
は
、

阿
寺
渓
谷
管
理
運
営
協

議
会
が
来
訪
者
か
ら
協

力
金
を
徴
収
し
、
必
要

経
費
に
充
て
る
こ
と
を

決
め
た
。

◎
２
月
26
日
開
催

▼ 

来
年
度
の
主
な
新
規

事
業
等
に
つ
い
て

　

村
道
大
野
線
防
護
柵
設

置
、
橋
梁
定
期
点
検
（
庭

の
畑
橋
）、
橋
梁
長
寿
命

化
計
画
策
定
（
法
定
点
検

を
受
け
て
の
計
画
）、
宅

地
造
成
事
業
（
大
曲
５
区

画
）、
庁
舎
建
設
使
用
材

調
達
の
た
め
の
村
有
林

作
業
道
整
備
（
中
尾
沢
）、

越
百
避
難
小
屋
バ
イ
オ
ト

イ
レ
整
備
等
を
予
算
計
上

し
た
。

　

大
桑
橋
整
備
工
事
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
上
部
工
が
始
ま
る
。
工

事
の
残
土
処
理
場
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
伊
奈
川
地

区
に
確
保
し
た
が
、
今
後

大桑橋整備工事大桑橋整備工事

阿寺渓谷入口混雑状況阿寺渓谷入口混雑状況

も
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め
場
所
の
選
定
を
し
て
い

る
。
宅
地
造
成
地
（
大

曲
）
は
道
路
が
行
き
止
ま

り
の
た
め
、
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
要
望

し
た
。

　

量
水
器
使
用
料
徴
収
に

つ
い
て
、
施
行
日
は
、
住

民
へ
の
告
知
期
間
を
考
慮

し
て
平
成
30
年
８
月
１
日

と
し
、
10
月
分
か
ら
徴
収

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

以
上
、
産
業
振
興
課
、

建
設
水
道
課
の
担
当
者
よ

り
説
明
が
あ
っ
た
。

 

（
報
告
者　

沼　

友
行
）
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こんなことが決まりました
量水器使用料徴収のための条例を改正 量水器使用料徴収のための条例を改正 ―― ８月１日施行 ８月１日施行

報　
　

告

●
議
会
の
委
任
に
よ
る
専

決
処
分

　

村
の
義
務
に
属
す
る
交

通
事
故
の
損
害
賠
償
額

の
決
定

条
例
改
正

●
情
報
公
開
及
び
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
条
例

　

個
人
情
報
保
護
法
の
改

正
に
伴
う
条
文
の
改
正

●
資
金
積
立
基
金
条
例

　

木
楽
舎
の
施
設
整
備
に

要
す
る
費
用
の
財
源
に

充
て
る
た
め
の
基
金
を

新
設

●
む
ら
づ
く
り
基
金
条
例

　

む
ら
づ
く
り
基
金
の
使

途
に
「
阿
寺
渓
谷
の
自

然
環
境
の
保
全
と
整

備
」
を
加
え
る
。

●
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
冷
暖

房
使
用
時
の
使
用
料
の

見
直
し

●
国
民
健
康
保
険
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
の
改

正
及
び
県
へ
の
移
管
に

伴
う
条
文
の
改
正

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険

制
度
を
構
築
す
る
た
め

の
国
民
健
康
保
険
法
等

の
改
正
に
伴
う
条
文
の

改
正

●
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

　

条
文
中
の
「
注
意
報
」

の
名
称
を
現
在
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
に
改
正

●
の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
設

置
条
例

　

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
の

テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
使
用

料
の
見
直
し

   （
１
張
２
５
０
０
円
）

●
村
営
水
道
条
例

　

量
水
器
使
用
料
の
徴
収

に
伴
う
条
文
の
追
加

●
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に

係
る
損
害
補
償
の
基
準

を
定
め
る
政
令
の
改
正

に
伴
う
条
文
の
改
正

指
定
管
理
者
指
定

指
定
管
理
者
指
定

阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場

阿
寺
渓
谷
エ
コ
く
ら
ぶ

　

代
表　

半
坂　

純
孝

期　

間

平
成
30
年
４
月
１
日
〜

平
成
33
年
３
月
31
日

契
約
変
更

●
平
成
29
年
度
村
道
川
北

一
号
線
落
石
防
止
工
事

変
更
請
負
契
約

変
更
金
額

２
１
６
万
円

変
更
後
の
金
額

７
０
２
０
万
円

契
約
の
相
手
方

奥
田
工
業
㈱

●
平
成
29
年
度
大
桑
橋
整

備
工
事
変
更
請
負
契
約

変
更
金
額

２
２
７
６
万
円

変
更
後
の
金
額

３
億
３
４
４
２
万
円

吉
川
・
奥
田
建
設

 

共
同
企
業
体

指
定
管
理
者

契
約
の
相
手
方

そ  

の  

他

●
木
曽
広
域
自
立
圏
形
成

に
係
る
連
携
協
約
の
締

結

　

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
木
曽
郡
内
の
町
村

が
広
域
自
立
圏
を
形
成

し
協
力
し
て
事
業
に
取

り
組
む
た
め
、
郡
内
各

町
村
と
連
携
協
約
を
締

結
。
移
住
定
住
促
進
事

業
、
眺
望
景
観
整
備
事

業
な
ど
を
実
施
す
る
。

●
木
曽
広
域
連
合
規
約
変

更

　

木
曽
広
域
連
合
の
業
務

の
追
加
及
び
変
更
に
伴

う
変
更

●
木
曽
広
域
連
合
ふ
る
さ

と
基
金
に
係
る
出
資
金

の
権
利
一
部
放
棄

　

構
成
町
村
と
し
て
の
出

資
金
の
権
利
一
部
放
棄

●
長
野
県
町
村
公
平
委
員

会
共
同
設
置
規
約
の
変

更

　

長
野
県
町
村
公
平
委
員

会
を
共
同
設
置
す
る
団

体
の
名
称
変
更
に
伴
う

変
更

人　
　

事

●
副
村
長
の
選
任

　

大
桑
村
長
野　

 

羽は

根ね

田だ　

勉つ
と
む氏

　

同
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
全
会
一
致
で
同
意

●
教
育
長
の
任
命

大
桑
村
長
野　

 

須す

賀が　

幸ゆ
き

弘ひ
ろ

氏

　

同
氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
全
会
一
致
で
同
意

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

大
桑
村
長
野

 

栩と
ち

秋あ
き　

智さ
と

子こ

氏

　

同
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

に
全
会
一
致
で
決
定
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村
政
を
問
う

議
員
６
人
が

　一般質問は、村が行うすべての事務や事業に関
して何でも質問できる大事な議員活動の場です。
　年４回の定例会のみで、臨時会ではできませ
ん。

・質問時間は40分
　大桑村議会では、議員が質問できる時間は答弁
を含め１人40分以内です。

・一問一答方式
　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る一問
一答方式です。
　この方法は、より問題を深められる方法といわ
れています。

・事前通告
　質問したい議員には、前もって質問内容を記し
た事前通告書の提出を義務付けています。

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
12
日
に
6
名
11
件
を
行
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

質 一
問 般

一般質問とは

中
尾
沢
村
有
林
調
査

◎
新
庁
舎
建
設
に
使
用
す
る

資
材
に
つ
い
て
、
村
有
林
の

調
査
を
実
施
し
た
結
果
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
協
議
。

　

伐
採
場
所
は
和
村
、
中
尾

沢
村
有
林
。

◎
中
尾
沢
村
有
林
調
査
結
果

　

村
有
林
材
を
有
効
利
用
す

る
た
め
、
ス
ギ
材
を
圧
縮
加

工
し
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
と
し

て
使
用
（
中
央
ホ
ー
ル
、
図

書
室
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
、
多

目
的
ホ
ー
ル
等
）

◎
村
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
庁

舎
で
あ
り
村
有
林
材
を
有
効

利
用
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ

る
。

　

木
曽
五
木
の
使
用
や
備
品

に
村
有
林
材
を
使
用
す
る
等

多
く
の
提
案
が
出
さ
れ
た
。

庁舎建設の動き
庁舎建設特別委員会

スギ ヒノキ サワラ 計
1,417㎥ 401㎥ 223㎥ 2,041㎥

請　
　

願

●
「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
」
を
国
の

責
任
で
創
設
す
る
た
め
の
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

請
願
者

全
日
本
年
金
者
組
合
木
曽
支
部

 

事
務
局
長　

小
林　

大
祐

紹
介
議
員 

古
畑　

昌
夫

　
　
　
　
　

 

瓜
尾
美
佐
子

結　

果

　

 

賛
成
多
数
で
採
択

陳　
　

情

●
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加

を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
求

め
る
陳
情

陳
情
者

九
条
の
会
木
曽
連
絡
会

 

代
表　

小
松　
　

功

戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
・
木
曽

 

代
表
代
行　

澤
木　

政
良

結　

果

　

 

賛
成
多
数
で
採
択
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■Ｑ
第
５
次
大
桑
村
総
合

計
画
に
お
け
る
高
齢
者
施

策
に
関
す
る
指
針
の
見
直

し
の
現
状
は
。

■Ａ
村
の
実
情
に
即
し
た

高
齢
者
福
祉
計
画
を
、
３

年
毎
に
策
定
し
て
お
り
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
見
直
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
介
護
保
険
計
画
に
つ

い
て
も
木
曽
広
域
連
合
で

同
様
に
進
め
て
い
る
。

■Ｑ
計
画
見
直
し
の
際
に

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
高
齢

者
の
意
見
は
ど
の
様
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

■Ａ
高
齢
者
福
祉
計
画
の

見
直
し
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
、
高
齢
者

活
動
団
体
等
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
の
代
表
者
で
検
討
委

員
会
を
構
成
し
、
各
委
員

の
日
頃
の
活
動
の
中
か
ら

高
齢
者
の
要
望
等
を
反
映

細田　光一 議員

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

■Ｑ
今
迄
の
経
過
の
中
で

最
近
の
傾
向
や
特
に
重
要

な
課
題
は
。

■Ａ
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
と
高
齢
者
の
み
の
世
帯

が
増
え
て
き
て
お
り
こ
の

対
策
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

■Ｑ
今
後
の
高
齢
者
施
策

を
進
め
て
い
く
上
で
高
齢

者
の
推
移
を
ど
の
様
に
予

測
し
て
い
る
か
。

■Ａ
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯
と
高
齢
者
の
み
の
世

帯
（
65
歳
以
上
の
夫
婦
世

帯
）
が
増
加
し
て
き
て
お

り
平
成
29
年
で
は
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
２

９
４
世
帯
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
が
３
０
８
世
帯
、

合
計
６
０
２
世
帯
と
な
り
、

こ
れ
は
村
内
全
世
帯
の

37
・
７
％
に
当
た
り
今
後

も
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
で

推
移
し
て
い
く
見
込
み
。

■Ｑ
高
齢
者
の
要
望
事
項

と
し
て
身
近
に
活
用
で
き

る
移
動
手
段
の
確
保
が
あ

る
が
、
村
の
考
え
は
。

一　

般　

質　

問

■Ａ
平
成
30
年
度
か
ら
村

内
全
域
に
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
。

今
後
も
地
域
公
共
交
通
に

つ
い
て
住
民
ニ
ー
ズ
に
答

え
る
べ
く
様
々
な
手
法
を

検
討
し
て
い
く
。

■Ｑ
身
近
な
移
動
手
段
を

確
保
す
る
一
案
と
し
て
村

で
乗
用
車
を
用
意
し
、
運

転
は
村
内
の
有
志
を
募
り
、

利
用
者
は
事
前
予
約
等
の

組
合
せ
で
運
用
す
る
よ
う

な
手
法
が
検
討
で
き
な
い

か
。

■Ａ
阿
智
村
で
は
そ
の
様

な
組
合
せ
で
運
用
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も

あ
る
が
、
当
村
で
も
そ
の

よ
う
な
活
動
の
動
き
が
あ

れ
ば
相
談
に
応
じ
た
い
。

総合計画における
 高齢者施策の見直しは
課題を見直しながら進めている

大島カフェ（運動指導の様子）

デイサービス（中組有志による慰問演奏）
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証明書コンビニ交付イメージ

■Ｑ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
（
光

化
）
事
業
が
木
曽
広
域
連

合
の
事
業
と
し
て
、
平
成

30
年
度
か
ら
３
年
間
を
要

し
て
始
ま
る
。
当
村
は
、

初
年
度
に
こ
の
事
業
を
実

施
す
る
。
大
容
量
の
情
報

を
超
高
速
で
各
家
庭
に
届

け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
導

入
で
あ
る
。
村
は
、
ど
の

様
な
利
用
方
法
を
計
画
し

て
い
る
か
。

■Ａ
防
災
力
の
強
化
、
公

共
福
祉
及
び
教
育
環
境
の

充
実
、
企
業
間
の
連
携
強

化
、
観
光
発
信
力
の
強
化

が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、

必
要
性
を
考
え
検
討
し
て

い
き
た
い
。

■■意見
観
光
者
へ
の
対
応

も
兼
ね
、
新
築
し
た
駅
前

ト
イ
レ
付
近
へ
の
フ
リ
ー

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
設
置
や
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
環
境
を
利
用
し

た
介
護
予
防
対
策
、
テ
レ

ワ
ー
ク
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

鈴木　　武 議員

施
設
の
計
画
を
望
む
。

■Ｑ
住
民
票
な
ど
コ
ン
ビ

ニ
で
発
行
可
能
と
な
る
、

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ

ス
テ
ム
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
利
用
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必

要
で
あ
る
が
、
カ
ー
ド
所

持
者
は
極
め
て
少
な
い
。

初
期
投
下
費
用
も
高
額
で

あ
り
、
毎
年
３
４
０
万
円

の
維
持
経
費
も
発
生
す
る
。

時
期
尚
早
な
事
業
で
は
な

い
の
か
。

■Ａ
朝
６
時
半
か
ら
夜
11

時
の
時
間
帯
で
、
土
日
祝

祭
日
や
村
外
で
も
証
明
書

発
行
が
可
能
に
な
る
た
め
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
事
業
と
し
て
国

の
財
政
措
置
期
限
内
に
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。

■Ｑ
定
住
化
策
と
し
て
、

２
６
３
８
万
円
の
事
業
規

模
で
野
尻
大
曲
地
籍
に
５

区
画
の
宅
地
造
成
計
画
が

あ
る
。
場
所
選
定
に
至
っ

た
経
緯
と
周
辺
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
必
要
性
を
感
じ

る
が
計
画
は
あ
る
か
。

■Ａ
村
へ
寄
付
さ
れ
た
村

有
地
が
あ
る
こ
と
、
近
隣

の
耕
作
放
棄
地
の
地
権
者

の
協
力
も
い
た
だ
い
た
た

め
選
定
し
た
。
転
落
防
止

フ
ェ
ン
ス
は
設
置
し
た
い
。

■Ｑ
平
成
30
年
度
の
園
児

数
は
、
８
名
減
の
64
名
と

な
り
年
々
減
少
し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
と
し
て
、
幼
児
教
育
を

加
速
さ
せ
る
視
点
か
ら
も
、

保
育
料
全
額
村
負
担
を
実

施
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

■Ａ
親
の
責
務
、
自
覚
の

観
点
か
ら
、
村
の
全
額
負

担
は
現
状
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
国
の
幼
児
教
育

無
償
化
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

証明書コンビニ交付
 システム事業は必要か
住民サービスの向上に
 つながる事業と認識している

一　

般　

質　

問

入園式の様子
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■Ｑ
阿
寺
渓
谷
・
車
両
進

入
禁
止
の
準
備
状
況
は
。

■Ａ
7
月
21
日
〜
９
月
2

日
の
間
、
規
制
す
る
。
現

在
、
観
光
団
体
等
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
雑
誌
等
で
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

■■意見
来
訪
者
の
散
策
要

望
に
応
え
る
た
め
に
は
、

途
中
に
停
車
所
設
定
や
同

一
料
金
・
乗
降
自
由
方
式

の
導
入
が
望
ま
し
い
。

■Ｑ
検
討
さ
れ
た
の
か
。

■Ａ
管
理
運
営
委
員
会
の

要
望
も
あ
り
、
運
行
業
者

へ
伝
え
て
い
る
。

■Ｑ
こ
の
施
策
実
現
で
得

た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
何
か
。

■Ａ
自
然
環
境
の
保
全
、

渓
谷
美
を
後
世
に
残
す
と

い
う
村
の
方
針
が
、
村
民

の
意
向
と
一
致
し
、
車
両

流
入
抑
制
が
最
善
と
の
結

論
を
得
た
こ
と
。
規
制
先

進
地
視
察
を
通
し
、
民
間

事
業
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行
と
し
た
こ
と
。
関
係
組

織
等
の
理
解
、
協
力
が
得

ら
れ
た
こ
と
等
で
あ
る
。

■Ｑ
今
ま
で
の
活
性
化
や

振
興
施
策
へ
の
評
価
は
。

■Ａ
福
祉
、
安
全
確
保
、

生
活
基
盤
整
備
、
産
業
振

興
面
の
諸
施
策
は
、
住
民

生
活
に
直
接
・
間
接
的
に

寄
与
、
成
果
を
得
て
い
る
。

■Ｑ
今
後
の
活
性
化
と
振

興
の
主
要
対
象
は
。

■Ａ
大
桑
村
に
暮
ら
す
人

の
生
活
安
定
、
福
祉
向
上

と
生
活
基
盤
整
備
で
の
利

便
性
向
上
で
あ
り
、
基
本

計
画
に
も
反
映
さ
せ
た
い
。

■Ｑ
今
後
の
活
性
化
・
振

興
推
進
の
考
え
方
は
。

■Ａ
福
祉
と
生
活
利
便
性

向
上
を
第
一
に
考
え
る
。

■Ｑ
荒
廃
・
遊
休
農
地
、

空
き
家
活
用
等
の
措
置
は
。

■Ａ
再
生
可
能
22 
ha
、
困

難
11
・
３

 

ha
で
あ
る
。
農

地
以
外
へ
の
利
用
は
転
用

一　

般　

質　

問

手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

■■意見
制
約
在
り
き
か
ら

脱
し
、
利
活
用
促
進
の
努

力
と
施
策
化
が
、
今
後
の

大
き
な
課
題
と
な
る
。

■Ｑ
空
き
家
等
の
現
状
と

措
置
は
。

■Ａ
平
成
26
年
度
調
査
以

降
、
78
軒
増
の
２
８
６
軒

で
、
特
定
空
き
家
と
準
ず

る
も
の
16
軒
、
そ
の
中
で
、

空
き
家
特
措
法
・
条
例
に

基
づ
く
措
置
執
行
が
４
軒

あ
る
。
須
原
門
前
の
空
き

工
場
は
状
況
確
認
中
、
野

尻
本
町
の
空
き
家
は
世
襲

相
続
人
を
確
認
中
で
あ
る
。

■■要望
須
原
門
前
上
に
、

屋
根
の
梁
が
落
ち
、
崩
落

し
そ
う
な
空
き
家
が
在
る
。

崩
落
被
害
局
限
へ
の
対
応

措
置
を
要
望
す
る
。

活性化・振興施策の推進は 
福祉と生活利便性の向上第一に

水野　　進 議員

平成26年度空き家実態調査

遊休農地の有効活用（北名古屋市民とそばづくり交流）
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◥
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

　

進
め
方
は

■Ｑ
第
５
次
大
桑
村
総
合

計
画
、
前
期
基
本
計
画
の

最
終
年
度
を
迎
え
、
地
方

創
生
と
し
て
、
若
者
の
定

住
促
進
に
重
点
を
置
く
施

策
に
つ
い
て
、
村
内
各
世

代
に
お
け
る
Ｕ
タ
ー
ン
者

の
実
績
は
。

■Ａ
県
が
実
施
し
た
市
町

村
窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
平
成
28
年
度
上
半

期
で
Ｕ
タ
ー
ン
者
は
３
世

帯
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
３
世
帯

で
あ
る
。
平
成
29
年
度
Ｕ

タ
ー
ン
者
４
世
帯
、
Ｉ

タ
ー
ン
者
４
世
帯
で
あ
る
。

■Ｑ
「
帰
っ
て
き
た
い

村
」
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
に

重
点
を
置
く
施
策
は
。

■Ａ
総
合
戦
略
策
定
後
、

大
桑
村
の
情
報
発
信
や

「
移
住
促
進
ガ
イ
ド
」
を

配
布
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
か
ら
、
広
域
連
携
事

業
で
も
「
移
住
定
住
促
進

事
業
」
を
進
め
る
。

■Ｑ
２
０
４
０
年
、
２
７

６
０
人
、
人
口
目
標
に
対

し
て
、
村
及
び
木
曽
全
体
、

木戸　勘一 議員

中
津
川
市
へ
の
通
勤
圏
と

雇
用
確
保
へ
の
対
応
は
。

■Ａ
現
在
の
雇
用
状
況
は

１
・
60
と
高
い
水
準
で
あ

り
、
人
手
不
足
で
あ
る
。

今
後
は
岐
阜
県
と
の
連
携

と
し
て
雇
用
連
絡
会
議
で

情
報
交
換
を
進
め
る
。

◥
移
住
定
住
促
進
の

　

対
応

■Ｑ
大
桑
村
道
の
駅
の
活

用
と
し
て
、
移
住
定
住
促

進
コ
ー
ナ
ー
設
置
状
況
は
。

■Ａ
３
月
よ
り
道
の
駅
指

定
管
理
者
が
変
わ
り
、
協

議
を
進
め
て
い
く
。

■Ｑ
和
村
地
区
に
お
け
る

居
住
体
験
事
業
に
対
し
て

平
成
30
年
度
の
進
め
方
は
。

■Ａ
総
合
戦
略
策
定
に
基

づ
き
今
年
度
も
継
続
し
て

行
う
。

■Ｑ
総
務
課
の
居
住
体
験

事
業
と
建
設
水
道
課
の
空

き
家
バ
ン
ク
を
横
断
的
に

進
め
る
課
と
し
て
「
移
住

定
住
促
進
課
」
の
設
置
は

出
来
な
い
か
。

■Ａ
両
方
の
課
で
は
、
居

住
体
験
、
空
き
家
情
報
は

共
有
し
て
お
り
、
移
住
定

住
を
図
る
う
え
で
支
障
は

な
い
。

◥
少
子
高
齢
化
で
の

　

職
員
体
制
は

■Ｑ
人
口
減
少
が
進
む
中
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
た
め
の
職
員
体
制
は
。

■Ａ
今
後
、
今
ま
で
以
上

に
き
め
細
か
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

職
員
定
数
は
条
例
で
70
人

に
定
め
ら
れ
、
こ
の
人
数

で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

■Ｑ
議
会
で
は
大
桑
村
消

防
団
幹
部
団
員
と
懇
談
会

を
開
き
良
い
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。
村
で
は
若
い
職

員
に
よ
る
村
づ
く
り
意
見

交
換
は
実
施
さ
れ
て
い
る

か
。

■Ａ
若
い
職
員
が
増
え
て

い
る
が
、
業
務
内
外
で
の

意
見
交
換
は
進
め
て
お
り

理
事
者
と
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
郡
町
村
職
員
に
よ

る
地
域
連
携
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一　

般　

質　

問

『移住定住促進課』の設置は 
現在の課として支障はない

おためし居住物件

移住促進ガイド
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■Ｑ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

光
化
事
業
の
財
源
確
保
の

経
過
は
。

■Ａ
木
曽
広
域
連
合
の
平

成
30
年
度
か
ら
の
事
業
と

し
て
、
総
務
省
の
補
助

が
、
当
初
の
２
分
の
1
が

４
分
の
1
と
な
り
、
補
助

裏
は
過
疎
債
を
充
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
光
化
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
設
置

当
初
か
ら
検
討
さ
れ
て
い

た
が
、
財
源
の
裏
付
け
が

な
か
っ
た
。

■Ｑ
光
化
に
よ
っ
て
、
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

が
で
き
る
か
。

■Ａ
防
災
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

道
路
、
河
川
の
監
視
カ
メ

ラ
の
利
用
も
で
き
る
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
と
し

て
独
居
老
人
の
見
守
り
や

医
療
関
係
の
連
携
に
も
活

用
で
き
る
。

■Ｑ
防
災
の
拠
点
と
な
る

新
庁
舎
の
建
設
に
合
わ
せ

て
、
積
極
的
な
活
用
を
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。

■Ａ
６
町
村
が
連
携
し
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

■Ｑ
村
長
の
予
算
編
成

方
針
で
は
、「
村
内
で
は
、

自
動
車
関
連
企
業
は
引
き

続
き
無
難
な
操
業
を
続
け

て
い
る
が
、
地
場
産
業
や

建
設
関
連
産
業
は
依
然
厳

し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

村
内
の
自
動
車
関
連
の

現
状
は
ど
う
か
。

■Ａ
会
社
内
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

て
、
和
村
の
新
工
場
設
立
、

造
成
に
つ
い
て
検
討
が
進

ん
で
お
り
、
量
産
体
制
に

入
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

■Ｑ
新
規
採
用
も
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
雇
用
面
は

ど
う
か
。

■Ａ
中
小
企
業
の
雇
用
確

保
は
厳
し
い
面
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

■■意見
第
５
次
総
合
計
画

一　

般　

質　

問

の
後
半
の
計
画
で
、
農
林

業
な
ど
地
域
経
済
の
積
極

的
支
援
を
求
め
た
い
。

■Ｑ
平
和
へ
の
思
い
と
９

条
の
意
義
に
つ
い
て
。

■Ａ
大
桑
村
は
、
非
核
宣

言
、
平
和
首
長
会
議
へ
の

加
盟
、
被
爆
者
国
際
署
名

に
賛
同
し
た
。
戦
後
70
年

の
記
念
事
業
で
も
平
和
へ

の
強
い
思
い
が
よ
せ
ら
れ

て
い
る
。
戦
後
72
年
間
戦

争
犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ

た
の
は
世
界
に
誇
る
べ
き

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま

で
良
い
と
思
う
。

ケーブルテレビの光化で
 防災・地域福祉の充実を
防災チャンネル
独居老人の見守りなど検討したい 古畑　昌夫 議員

戦後70年「あのころの記憶展」（Ｈ27. 8）

独居老人宅緊急通報装置
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◥
村
職
員
の
働
き
方

■Ｑ
職
員
定
数
の
考
え
方

と
課
題
は
何
か
。

■Ａ
定
数
は
条
例
に
定
め

た
70
名
は
必
要
数
と
し
て

維
持
し
た
い
。
少
子
高
齢

化
に
よ
る
住
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
や
権
限
移
譲
に
伴

う
事
務
量
の
増
加
な
ど
で

現
状
は
厳
し
い
。

■Ｑ
時
間
外
勤
務
と
年
休

の
取
得
状
況
は
。

■Ａ
課
に
よ
っ
て
、
ま
た

時
期
に
よ
っ
て
集
中
す
る

が
、
一
人
当
た
り
１
か
月

10
時
間
前
後
、
年
休
は
一

人
あ
た
り
11
・
３
日
。

◥
教
職
員
の
働
き
方

■Ｑ
文
科
省
の
実
態
調
査

で
小
中
学
校
の
教
職
員
の

瓜尾美佐子 議員

深
刻
な
働
き
方
の
実
態
が

示
さ
れ
た
。
村
の
教
職
員

の
働
き
方
の
実
態
は
。

■Ａ
小
中
学
校
１
か
月
当

た
り
県
平
均
は
64
時
間
、

村
で
は
57
時
間
で
県
を
下

回
り
、
改
善
も
み
ら
れ
て

い
る
。
過
度
な
勤
務
の
事

例
は
な
い
。

■Ｑ
県
教
育
委
員
会
が
小

中
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
推
進
の
た
め
の
基
本

方
針
を
示
し
た
。
村
と
し

て
ど
ん
な
対
応
を
し
て
い

く
の
か
。

■Ａ
部
活
動
に
つ
い
て
は

社
会
体
育
と
連
携
し
、
県

の
ス
ポ
ー
ツ
指
針
の
運
用

で
平
日
は
１
日
２
時
間
、

土
日
は
１
日
午
前
か
ら
午

後
に
わ
た
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
子
ど
も
達
の

授
業
つ
く
り
に
専
念
で
き

る
よ
う
、
保
護
者
の
理
解

や
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

■Ｑ
教
職
員
の
長
時
間
労

働
を
こ
こ
ま
で
蔓
延
さ
せ

て
き
た
背
景
に
は
、
安
倍

政
権
の
「
教
育
再
生
」
に

よ
る
過
度
な
競
争
主
義
、

改
定
学
習
指
導
要
領
で

「
道
徳
」
を
特
別
の
教
科

と
し
、
小
学
校
段
階
か
ら

の
英
語
教
育
の
実
施
な
ど

で
授
業
時
間
を
増
大
さ
せ

て
き
た
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

■Ａ
義
務
教
育
の
枠
の
中

で
方
針
を
実
施
し
て
い
か

ざ
る
を
得
な
い
。
教
員
の

負
担
は
過
度
に
な
っ
て
お

り
、
村
独
自
の
基
準
で
加

配
す
る
こ
と
で
支
援
し
て

い
く
。

■■意見
働
き
方
改
革
と
い

う
な
ら
安
倍
教
育
政
策
を

転
換
さ
せ
、
教
職
員
が
ゆ

と
り
を
持
っ
て
子
ど
も
に

向
き
合
え
る
教
育
環
境
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

一　

般　

質　

問

教員の長時間労働への対応は 
村独自の加配で支援

小学校授業風景

中学校授業風景
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松
塩
筑
木
曽

松
塩
筑
木
曽

  

老
人
福
祉
施
設
組
合

老
人
福
祉
施
設
組
合

▼
２
月
20
日
開
催

　

２
月
定
例
会
は
、
条
例
改
正
１

件
、
平
成
30
年
度
予
算
、
平
成
29

年
度
補
正
予
算
等
５
事
案
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
可
決
し
た
。

　

条
例
改
正
は
、
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

で
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
き
き
ょ
う
の
郷
」
を
平
成
30
年

３
月
31
日
に
廃
止
す
る
こ
と
に
伴

い
、
必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
。

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、
継
続
的

な
課
題
で
あ
る
多
様
な
人
材
の
確

保
と
、
歳
出
面
に
於
い
て
は
設
備

等
の
老
朽
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
、
歳
入
の
大
半
を
占
め
る
サ
ー

ビ
ス
収
入
の
増
加
も
見
込
め
な
い

経
営
環
境
の
厳
し
い
状
況
を
背
景

に
編
成
さ
れ
た
。

　

予
算
額
は
46
億
９
７
０
０
万
円

（
前
年
度
対
比
２
億
４
１
０
０
万

円
増
）
で
、
限
ら
れ
た
条
件
の
中
、

最
大
限
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
財

源
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
補
填
す
る
。

 

（
報
告
者　

細
田
光
一
）

木曽広域連合議会報告　第１回定例会（２月28日開催）
　

第
１
回
定
例
会
が
行
わ

れ
、
条
例
制
定
３
件
、
条
例

廃
止
２
件
、
広
域
計
画
変
更

１
件
、
規
約
の
変
更
１
件
、

補
正
予
算
２
件
、
当
初
予
算

２
件
の
提
出
議
案
全
て
可
決

成
立
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
終
了

前
年
度
対
比
９
億
円
の
減
額

（
主
要
事
業
）

〇
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
（
光
化
）
事

業

　

事
業
費
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
３
年
間
で
総
額
約
42
億

円
。

〇
木
曽
老
人
ホ
ー
ム
木
曽
寮

建
て
替
え
準
備

　

平
成
30
年
度
か
ら
毎
年
３

千
万
円
の
基
金
積
立
て
が
始

ま
る
。

〇
旧
南
部
焼
却
施
設
（
和
村

地
区
）
解
体

　

解
体
費
用
２
億
８
５
４
万

円
を
計
上
。

介
護
保
険
特
別
会
計

 

当
初
予
算

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

初
年
度

　

新
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
減
額
に
よ
り
、
前
年
度
比

２
億
４
６
６
４
万
円
の
減
。

全
員
協
議
会

老
人
ホ
ー
ム
木
曽
寮

 
建
て
替
え
準
備
始
ま
る

〇
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
（
光
化
）
事

業
に
つ
い
て

　

事
業
費
財
源
に
つ
い
て
、

補
助
金
２
分
の
１
が
不
透
明

と
な
り
、
補
助
金
割
れ
の
恐

れ
が
あ
る
が
、
計
画
通
り
平

成
30
年
度
実
施
す
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。
初
年
度
に
実

施
す
る
地
域
は
、
大
桑
村
・

王
滝
村
・
木
祖
村
の
一
部
で

あ
る
。

〇
老
人
ホ
ー
ム
木
曽
寮
建
て

替
え
準
備

　

木
曽
寮
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
答
申
を
受
け
老
朽
化
等

の
理
由
に
よ
り
新
た
な
場
所

に
建
て
替
え
が
決
ま
り
、
平

成
36
年
４
月
開
所
に
向
け
、

平
成
30
年
度
よ
り
５
年
間
、

年
３
千
万
円
の
基
金
積
立
て

を
行
う
。

〇
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
（
平
成
30
年
度
〜
32
年

度
）
に
つ
い
て

　

40
％
を
超
え
る
高
齢
化
率

や
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少

等
に
よ
る
中
で
、
安
定
し
た

財
源
基
盤
を
確
保
し
介
護
保

険
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、

従
来
の
５
４
８
０
円
の
介
護

保
険
料
基
準
額
を
３
２
０
円

増
額
し
５
８
０
０
円
と
す
る

と
の
説
明
を
受
け
た
。

 

（
報
告
者　

鈴
木　

武
）

会　　計 補 正 額 補正後の額

一般会計 △6,788万円 48億3,300万円

介護保険
特別会計 △1,038万円 44億5,442万円

平成29年度補正予算

会　　計 平成30年度 平成29年度 比　　較

一般会計 39億6,959万円 48億8,085万円 △9億1,126万円

介護保険
特別会計 40億7,792万円 43億2,456万円 △2億4,664万円

平成30年度当初予算
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議会活動日誌

行
政
報
告（
抜
粋
）

広
域
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
化
事
業
の
財
源
確
保

右
岸
道
路
和
村
ト
ン
ネ
ル

着
工

　

総
延
長
３
５
１
メ
ー
ト

ル
、
事
業
費
10
億
円
で
平

成
30
年
12
月
完
成
を
目
指

す
。

大
桑
橋
進
捗
状
況

　

平
成
30
年
度
は
、
左
岸

側
橋
台
・
橋
脚
に
着
手
。

上
部
工
製
作
架
設
費
を
３

か
年
の
継
続
費
で
予
算
計

上
し
た
。

森
林
環
境
税
創
設

　

政
府
は
、
平
成
31
年
度

税
制
改
正
で
森
林
環
境
税
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
創
設

を
閣
議
決
定
し
た
。
森
林

環
境
税
の
課
税
は
平
成
36

年
度
か
ら
、
森
林
環
境
譲

与
税
は
平
成
31
年
度
か
ら

実
施
。
使
途
は
、
間
伐
の

ほ
か
人
材
育
成
・
担
い
手

確
保
、
木
材
利
用
の
促
進

な
ど
と
し
て
い
る
。

広
域
光
化
事
業

　

昨
年
12
月
22
日
事
業
推

進
を
６
町
村
が
合
意
。
そ

の
後
、
財
源
確
保
の
た
め

の
要
望
活
動
を
行
い
総
務

省
の
補
助
金
を
申
請
す
る

こ
と
と
し
、
広
域
の
平
成

30
年
度
予
算
に
事
業
費
の

25
％
を
見
込
ん
だ
。
残
り

は
過
疎
債
等
で
賄
う
。
平

成
30
年
度
は
大
桑
村
、
木

祖
村
、
王
滝
村
が
事
業
実

施
す
る
。

木
曽
広
域
自
立
圏

　

県
は
、
木
曽
広
域
連
携

推
進
会
議
を
設
置
し
新
し

い
広
域
連
携
の
仕
組
み
を

検
討
し
て
き
た
。
観
光
振

興
や
移
住
定
住
促
進
、
景

観
整
備
な
ど
の
地
域
活
動

の
推
進
。
公
共
交
通
な
ど

生
活
機
能
の
強
化
な
ど
広

域
連
携
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
取
り
組
む
。

阿
寺
渓
谷
夏
季
の
対
応

　

阿
寺
渓
谷
の
自
然
を
保

全
す
る
た
め
、
平
成
30
年

度
は
、
次
の
３
点
を
新
た

に
実
施
す
る
。

①
渓
谷
内
マ
イ
カ
ー
規
制

②
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

③
環
境
保
全
の
た
め
の
協

力
金
の
徴
収

庁
舎
建
設
進
捗
状
況

　

庁
舎
建
設
用
資
材
と
し

て
村
有
林
を
活
用
す
る
た

め
本
年
度
、
中
尾
沢
村
有

林
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
ヒ

ノ
キ
、
杉
材
で
庁
舎
建
設

に
必
要
な
材
積
が
見
込
め

る
と
の
結
果
が
出
た
。
平

成
30
年
度
に
村
有
林
内
の

林
道
整
備
、
平
成
31
年
度

に
は
伐
採
搬
出
の
予
定
。

建
設
に
向
け
、
実
施
設
計

の
準
備
を
進
め
る
。

12　　　月

13 日 12 月定例会

15 日 12 月定例会

経済建設常任委員会

総務社会常任委員会

議会報編集特別委員会

22日 社会福祉協議会理事会・
評議員会

１　　　 月

４日 新年祝賀会

７日 消防団出初式

12日 議会報編集特別委員会

15日 郡議長会・国会議員との
懇談会（～ 16日東京都）

18日 議会報編集特別委員会

24日 森林環境税創設促進議員
連盟正副会長会議
 （～ 25日東京都）

木曽川右岸道路和村トン
ネル安全祈願祭

大桑村商工会行政懇談会

25日 林政懇談会

26日 経済建設常任委員会

29日 郡議長会

31日 正副議長・正副常任委員
長研修（安曇野市）

２　　　 月
６日 松塩筑木曽老人福祉施設組

合議会運営委員会（塩尻市）

消防団との懇談会

８日 庁舎建設特別委員会

９日 地方議会総合研究所主催
セミナー参加（名古屋市）

20日 松塩筑木曽老人福祉施設
組合２月定例会

木曽広域連合議会　議会
運営委員会

木曽広域連合議会　総務
常任委員会、経済観光常
任委員会

21日 木曽広域連合議会　福祉
環境常任委員会

22日 議会運営委員会

23日 県議長会第26回定期総会
 （長野市）

24日 砂防懇談会

25日 大桑村の明日を語る集い

26日 総務社会常任委員会・経
済建設常任委員会

28日 木曽広域連合議会２月定
例会
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～苦しいこと　面倒なことから逃げない～～～苦苦苦苦ししししいいいいこここことととと　面面面面倒倒倒倒ななななここここととととかかかからららら逃逃逃逃げげげげなななないいいい～～
　「しんどいとき、苦しいときに、眉間に皺
をよせてうつむいていたら、本来発揮できる
はずの力が発揮できなくなってしまう。だか
ら、苦しい場面こそ、みんなで声を出して笑
顔で乗り切ることができるようにしよう。」
　これは、ある練習試合の後にコーチが話し
ていたことです。ふざけた楽しさではなく、
全員が前向きに、真剣に取り組んだ先にある
楽しさというものを女子バスケットボール部
では大切にしています。苦しいことを仲間と
共に乗り越える大切さは、部活動だけにか
ぎって言えることではありません。普段の生

活でも苦しいこと、面倒なことから逃げない
心づくりがとても重要となってきます。
　現在、大桑中学校女子バスケットボール部
は中信大会出場を目標に、日々練習に励んで
います。部活も日常生活も、まだまだ課題が
見られる部分もありますが、自分達なりに課
題と向き合い、悩みながら、周りの方たちに
支えられながら、前へ進もうと努力していま
す。
　勝負の郡大会まであとわずか。全力が発揮
できる試合となるよう、心身ともに更なる成
長を目指します。 （顧問　中村幸恵）

議
会
報
編
集
特
別
委
員

委  

員  

長　

木
戸　

勘
一

副
委
員
長　

瓜
尾
美
佐
子

委　
　

員　

沼　
　

友
行

　
　
　
　
　

水
野　
　

進

　
　
　
　
　

大
前
今
朝
男

▼
絵
馬
（
上
段
）

　

雉
二
羽

享
保
十
七
年

 

（
一
七
三
二
年
）

　

胸
毛
と
尾
羽
根
の
赤
、

牡
丹
の
花
弁
の
赤
。
白
い

牡
丹
の
花
び
ら
は
薄
い
桃

色
と
思
し
き
色
。
２
８
６

年
後
の
今
も
変
わ
ら
ぬ
鮮

や
か
な
色
は
見
事
で
す
。

雉
は
婚
姻
色
で
し
ょ
う
か
。

牡
丹
の
花
が
咲
く
頃
雄
雉

の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
な
情
景
が
目
に
浮
か
び

ま
す
。
こ
の
二
羽
の
雉
は

日
本
在
来
種
の
羽
色
と
は

違
う
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

▼
絵
馬
（
下
段
右
）

　

龍
と
琴
を
弾
く
女

文
化
六
年（
一
八
〇
九
年
）

　

壇
尻
が
あ
っ
て
例
大
祭

に
は
出
て
い
た
よ
う
で
す
。

車
の
付
い
た
立
派
な
屋
台

の
上
で
笛
、
太
鼓
、
鼓
、

三
味
線
等
の
打
ち
囃
子
に

て
町
中
を
引
き
廻
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ

の
絵
馬
を
奉
納
後
次
第
に

活
動
さ
れ
な
く
な
っ
た
よ

う
で
す
。
屋
台
の
車
輪
の

部
品
と
思
わ
れ
る
物
有

り
。
絵
師
蘭
州
は
神
坂
馬

籠
（
旧
山
口
村
）
の
屋
号

泉
屋
、
蜂
谷
九
右
衛
門
の

子
。

▼
絵
馬
（
下
段
左
）

　

武
者
二
人

延
宝
四
年（
一
六
七
六
年
）

　

鹿
島
神
社
絵
馬
90
点
の

う
ち
一
番
古
い
年
代
の
作

品
で
、
延
宝
四
年
に
は
4

点
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
点
全
て
の
赤
、
緑
、
紫
、

金
・
黄
色
が
、
色
落
ち
を

須
原
・
鹿
島
神
社
拝
殿
建
設
実
行
委
員
会 

委
員
長　

高
樋　

悟
さ
ん

フォ
ト
ファ
イ
ル

ォ

大桑中学校
女子バスケットボール部

感
じ
さ
せ
な
い
当
時
の
ま

ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

前
年
の
延
宝
三
年
に
は
神

社
が
建
替
え
ら
れ
、
西
尾

家
か
ら
御
神
輿
の
奉
寄
進

を
受
け
て
須
原
祭
が
連
綿

と
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
拝
殿
建
替
え
に

伴
い
、
掲
示
場
所
か
ら
外

さ
れ
た
馬
図
、
故
事
・
伝

説
図
、
武
者
図
、
戦
争
図
、

祈
願
図
、
動
植
物
図
な
ど
、

神
社
所
蔵
の
全
90
点
を
公

開
し
ま
し
た
。

　

表
紙
撮
影

　
　
　

水
野　

進
さ
ん

発
行
／
大
桑
村
議
会
　
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
399-5503 長

野
県
木
曽
郡
大
桑
村
大
字
長
野
2778　

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　
　
HP  http://w

w
w
.vill.ookuw

a.nagano.jp/　
　
m
ail  info@

vill.ookuw
a.nagano.jp

印
刷
／
木
曽
オ
ー
ル
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

 「
お
お
く
わ
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
30年

４
月
26日

発
行

く わくく
お
くく

お
おお

第
152

号
議
会
だ
よ
り


